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設定した その結果 林内相対照度が高いほどオオバアサガラの成立本数 平均樹高 平均根元直径 根元
断面積合計のいずれも増大する傾向を示した さらに 微地形的には凸地より凹地の方で 急斜面よりも緩
斜面において生育は良好であった
これらことからシカの林床植生食害が激しい人工林で本種の天然更新が可能な場所としては 種子供給源
である母樹が近くにあり 林内相対照度が 以上で 凹地の緩傾斜地が有力である また 人工植栽する
場合も 凹地形や平坦面に植栽し 林内相対照度に配慮する必要がある
シカ 林床植生 オオバアサガラ 林内相対照度
ころが見られる このことは これらの潅木類や草本類は
シカの嗜好性の低い植物と考えられる
我が国における平成 年度以降のシカ クマ等の野生 シカの生息密度が高く その食害も激しい東京都奥多摩
鳥獣による森林被害は 毎年 千 程度発生し この 地域でも上述したエゴノキ科アサガラ属のオオバアサガラ
うちシカによる被害が約 割を占めている その中でもシ の生育が目立ち す
カの食害等によって引き起こされる下層植生の消失は 生 でに種子の特性 や挿し木による繁殖特性 等の解明がな
物多様性の喪失 表土流出など森林が持つ公益的機能への されている そこで ここでは 人工林内に生育する天然
影響等も懸念されている 特にヒノキ人工林では 落葉 生のオオバアサガラを対象にそれが微地形的な要因と林内
が細片化されやすいため 表層被覆効果が極めて小さく土 相対照度によって生育の影響を受ける状況を調査し植生回
壌と混和して流亡しやすく 地力維持の面からも問題が多 復に資する可能性を検討した
い 試験地はカラマツ林 サワグルミ林を対象にし 傾斜方
これらの野生鳥獣による森林被害に対しては 防護柵 向が北北東で比較的乾燥しにくい山腹の適潤な立地条件下
食害防止チュ ブ等の被害防止施設の設置や個体数の調整 にあり オオバアサガラが自生しやすい場所である
を中心とした対策が行われているが依然として深刻な状況
は続いている そのため 新たな防除技術の開発 普及等
の対策が必要である
その一つとして 林床の植生を回復させることがあげら 調査地は 年に東京都西多摩郡奥多摩町の東京農業
れる つまり シカ被害の少ない人工林では強度の間伐を 大学奥多摩演習林の 年生カラマツ林内 標高
実行し林内を明るくすれば 時間の経過とともに天然生の 傾斜度 土壌 に設定した 調査
灌木類や草本類が侵入し植生が回復されるであろう し 地の下層木には天然生のオオバアサガラが生育し 林床に
かし シカの個体数が多い地域では侵入してきた下層植生 はシカの食害が無いマツカゼソウのみが見られた このカ
も全てシカの食餌となり 林地は裸地化する状態が続く場 ラマツ林は 年に除伐が行われ その後 年の台風
合が多い ところがシカの強度食害地であるにもかかわら によって倒木が一部で発生している
ず 清澄山系のイズセンリョウ 奈良春日山のナギ 奥 調査プロット 図 は 山地斜面の中腹に位置するカラ
多摩地域のオオバアサガラ クサギ アセビなどの潅木や マツ林内の同一斜面の上部に のプロット
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を取り その中をさらに のメッシュ 以下 を選定した は尾根部で平均傾斜度
メッシュ に細分した また カラマツ林の同一斜面上で の平衡斜面上 は平均傾斜度 度の
もオオバアサガラの分布が不均一な場所がみられたので 凸凹のある谷部 は尾根部の平均傾斜度
以外に同一カラマツ林内に微地形や傾斜度の異 の平衡斜面上に設定した 各プロットの土壌は
なるところに のサブプロット ヶ所を設置し 型であったが 全体的に石礫が多かった 調査は カ
た 上層木のカラマツは樹高と胸高直径 下層木のオオバ ラマツ林と同じく各プロットを メッシュに細分して
アサガラは樹高と根元直径をそれぞれ毎木調査した 林内 行った サワグルミ林の林冠は二層となっていたため
の相対照度は プロット内の メッシュ毎にオオバアサ 前後の樹高で上層を形成している立木を上層木
ガラの樹冠上部でミノルタ照度計 を用いて 年 前後の樹高で中層を形成している立木を中層木とした
月に測定した また 同時にプロット内の傾斜度 及び微
地形の調査を行った なお 微地形はサブプロットの 辺
と中心点の比高から 凹地 凸地 平端面に分けた オオ
バアサガラの樹齢は 大小 本を採取して根元の年輪数 カラマツ林
を数えた 上層木カラマツの林齢は 年生で と の成立本
数は 本 平均樹高 平均胸高直径
調査地 図 は 奥多摩演習林内の標高約 平均胸高断面積合計 の範囲にな
にある約 年生のサワグルミ人工林内に ヶ所の調査プ り 斜面上部よりも斜面下部の で生育が良好であった
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当てはめると を示し 人工林としては低い値であっ サブプロット の林内相対照度の頻度分布
た これは 年の台風による被害を受けて風倒木が生 を図 に示した は では の値を
じ カラマツの本数が減少したためである また 樹冠が 示し メッシュ間にバラツキが見られた
閉鎖していない部分もあり 林内は比較的明るかった しかし 平均値は で で になりプ
下層木のオオバアサガラの樹齢は 年と多少個体に ロット間の違いはそれほど大きくはなかった 特に で
よって違いはあったが 大部分は 年生であった これは 林内相対照度 を示した メッシュは 台風被害で
年の台風で生じた風倒木跡地に一斉に更新したため カラマツの上層林冠に大きな空隙が生じたことにより高い
と思われる 成立本数は で 本 では 測定値となった また ヶ所のサブプロットは
本 で斜面下部に多く また 平均樹高や平均根 の測定値を示し いずれもかなり明るく平均値で の
元直径とも斜面下部の で大きな値を示した 林内相対照度であった まず と の メッシュ間
しかし 同じ調査プロットでも メッシュ毎に比較す における相対照度のバラツキとオオバアサガラの成立本数
ると メッシュ間で大きな違いがみられ で 本 の関係を図 に示した 両者の関係はバラツキが非常に大
で 本 であった また 最大樹高は きく一定の傾向はみられなかった また 最大樹高 最大
で で 最大根元直径は で 根元直径 根元断面積合計と相対照度の関係においても成
で 根元断面積合計は で 立本数と同様であった しかし 相対照度 の範囲
で といずれもメッ において は よりも メッシュの成立本数が多い
シュ間に大きな違いがみられた 傾向を示した
このようにオオバアサガラの生育が メッシュ間で このことは 林内相対照度以外の生育場所の微地形や傾
違いが見られたことは それぞれのメッシュ間で林内相対 斜度が関与していることを示唆していると考えられたの
照度 傾斜度 微地形などの生育環境が異なるためである で サブプロットを含めてカラマツ林全体を検討した
と考えられた そこで数量化 類の統計手法を用いて環境各要因の影響
サワグルミ林 度の大きさの違いを と の メッシュ およびサ
の上層木は全てサワグルミが占め 成立本数は




あった 閉鎖度約 は 乾燥しにくい谷部に位置
しサワグルミが 本 で均等に分布し 平均樹高 平
均胸高直径は プロット中最も大きかった また の中
層木は や よりも少なく イタヤカエデなどで占め
られて成立本数は 本 であった しかも 中層木は
プロットの端で集中的に生育していたため 中心部は比較
的明るい状況であった 閉鎖度約 のサワグルミ
成立本数は 本 で他の つのプロットと同程度で
あったが チドリノキなどの中層木が 本 と多く




ロット全体でみると 本 となるが 一部の樹冠が
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リ を相対照度 段階 以下 以
上 微地形 段階 凸 平坦面 凹 傾斜度 段階
以下 以上 に分類した
なお 表 表 における 当たりの本数や最大樹
高の予測値は 表の各要因 の合計値に定数項を
加えたものである
表 に メッシュの成立本数及び最大樹高における らに相対照度 以上でも数 みられ 平均相対照度も
各要因との関係を示した と大きかった では全てのメッシュで相対照度
成立本数の重相関係数は でそれほど高くないが 以下となり林内は非常に暗く その平均相対照度は
傾斜度のレンジは で最も大きな影響を及ぼし 急傾 であった このように林内相対照度は同一林内の測
斜になる程本数は減少する傾向がみられた これは傾斜度 定地点でもかなり大きな違いがみられた この主要因は
が増すほどオオバアサガラの種子が雨水などで流れ易くな 上層木と中層木の樹冠粗密度によって相対照度が異なった
り定着が困難になったためと思われる 次いで影響力の大 からと思われる
きい要因は相対照度のレンジ 最も影響力が小さ メッシュの成立本数と相対照度との関係を図 に示
かったのは微地形でレンジ であった 最大樹高の重相 した とも全体的にバラツキは大きいが 相対照度
関係数は を示し成立本数よりも高い関係を示した が高くなるにつれて成立本数が増える傾向を示した な
要因のレンジからみると成立本数と同様にいずれも傾斜度 お 平均相対照度が と低い ではオオバアサガラ
が最も大きく影響し 傾斜が急になるほどそれぞれの値は の生育は全く見られなかったが よりも表土が薄
小さくなる傾向がみられた 次いで影響力が大きかったの く乾燥しやすい場所であったことも一因と思われる ま
は 成立本数とは異なり 相対照度よりも凹凸などの微地 た メッシュ内での最大樹高においても 本数と同様
形であり 土壌条件のよい凹地で大きく凸地で小さくなる に相対照度が大きくなるにつれて正の相関を示す傾向がみ
傾向を示した られた このように同一調査プロット内でも オオバアサ
サワグルミ人工林 ガラの生育状況は概ね相対照度に影響され オオバアサガ
メッシュで測定した 調査プロットの相対照度の頻 ラは相対照度 以下では生育しなかった しかし 良好
度分布を図 に示した なお 相対照度は 区切りにし に生育するには今回の調査から相対照度 以上必要で
た では がもっともメッシュ数が多く 全体 あることが示唆された また の メッシュ間に
の約 を占めた 相対照度が高くなるにつれて全体に バラツキがみられるのはカラマツ林のオオバアサガラの成
占める割合は小さくなり 相対照度 以上になると 立本数と同様に相対照度以外の微地形や傾斜度の要因にも
点のみとなった なお 平均相対照度は であった 影響されているためと考える
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ためのカテゴリ とそのスコア 数量化 による
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ついて数量化 類の統計手法を用いて検討した プロッ 新法を導入していけば良いが 母樹が近くにない場合は
トを メッシュに分けて 調査プロット 点で成立本 山引き苗もしくは挿し木苗を植栽するか あるいは人工的
数および最大樹高について各要因との関係を求め表 に示 に種子を散布する方法がある いずれの方法においても稚
した これらの関係は 重相関係数で と非常に高 樹を定着 成長させるためには これまで報告されている
い密接な繋がりであった と同様に林内相対照度を約 以上に保つ必要がある
オオバアサガラの成立本数に対する林内相対照度の影響 さらに人工的に種子散布する場合には傾斜や微地形を考
は レンジが ともっとも大きく 明るいほどスコア 慮し 更新困難であると思われるところでは苗木の植栽も
は大きくなった また 傾斜度のレンジは になり林 合わせて実施する方法が無難であろう
内相対照度 に対して のレンジを示し傾斜度が小さ なお 照度と稚樹の成長に関しては 今後の詳細な検討
いほどスコアが小さくなり カラマツ林とは逆の関係に が必要である
なった このことは サワグルミの林床が 急傾斜地でも
種子が移動しにくい石礫で構成されていたことも一因と考
えられる 一方 微地形ではレンジ で 凹地で本数が
大きくなり 凸地で小さくなった オオバアサガラの最大
樹高への影響の大きさを表すカテゴリ スコアのレンジ
は 相対照度のレンジを とすると 微地形が 傾斜
度が となり 林内相対照度の影響が大きく 他の 要
因の影響は非常に小さいことが明らかとなった すなわ
ち 最大樹高は林内相対照度 以上で凹地 傾斜度
の場所で高くなる傾向を示した また 図 と図 か
ら カラマツ林 サワグルミ林の相対照度が と同
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UGAWARA AWAHARA
: , which is not consumed by sika deer, grows in regions that have ex-
perienced severe browsing damage. We examined whether introducing to managed forests
with poor ground conditions would help preserve the forest ﬂoor. Investigation plots were established
within a natural community of that grows within managed forests containing
and . We found that the relative light intensity a ected the stand
density, height growth, basal diameter, and basal area of and that growth of was
better under trees with concave, rather than convex, topography. These results suggest that natural
regeneration was succeeding and that seeds will grow in target areas if the relative light
intensity is equal to or more than and the canopy topography is concave.
: , sika deer, relative light intensity, site factors
By
Izumi S * and Teruhiko K **
Relationship between the Growth of an
Understory Tree ( ) and
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